






特色がある。真っ黒なページ(第 1巻第 7章)、真っ白なページ(第6巻第 38







本論では、とりわけ、第 1巻の第 20章で挿入される、 Memoirepresente a 
















『トリストラム・シャンディ』の第 1巻第 20章は、‘一一Howcould you， Madam， 
be so inattentive in reading the last chapter? 1 told you in it， That my mother 
was not a papist.' (どうしてまあ奥さま、あなたはすぐ前の章をそんなにうわの
空で読んでいらしたのです?私の母はカトリックではなかったと申し上げたで
はありませんか)と唐突に始められる。 1 そして、 トリストラムの母親がカト
リック教徒だったかどうかという点が問題にされる。その第 3パラグラフの最後









名付けが中心的な話題となっているのであるが、章末に‘1should be born before 








'1 have imposed this penance upon the lady' (65)で始まる第2パラグラフの
分だけ聞いていることになる。当の「奥さまJが戻って来ると、‘一一-Buthere 





Then， Madam， be pleased to ponder well the last line but one of the 
-2-
chapter， where 1 take upon me to say，“It was necessary 1 should be born 
before 1 was christen'd." Had my mother， Madam， been a Papist， that 







われにとってもそうだ。なぜなら、第 20章の冒頭の‘1told you in it， That my 




























20章第3パラグラフの最後に、‘Hadmy mother， Madam， been a Papist， that 
consequence did not follow.' (65) と書かれたところで、原注があることを示す
アステリスクが打たれる。原注は、 'TheRomish Rituals derect the baptizing of 










































えるのであるが、それは、‘TheRomish Rituals derect the baptizing of the 

















原注の全体は、‘itis as follows.' (それは次の如くである。)という文言で終わ
る。それとともにこのページも終わるが、次の頁をめくると、これは当然のこと
であるが、まず本文が印刷されている。それは、‘Itis terrible misfortune for this 
-5-
same book of mine，'で始まるパラグラフの途中からだ。次いで、‘1wish the 
male-reader has not pass'd by many a one，'で始まるパラグラフの全体が記さ
れて後、 Memoireが始められ、これに Reponseが続くというレイアウトになっ












トはどうか。 63ページの中程から‘一一But here comes my fair Lady.'で始まる
パラグラフが書かれている。そのパラグラフの末尾にアステリスクが打たれて、





問題ないように思える。ただし、64ペー ジには、‘Itis terrible misfortune for this 
same book of mine，'で始まる本文のパラグラフが、その冒頭から記され、次い
で、‘1wish the male reader has not pass'd by many a one，'で始まるパラグラフ
の全体が記されて後、 Memoireが始まっているので、原注の末尾の‘itis as 





原注である、 *VideDeventer， Paris Edit. 4to， 1734， p.366.が、‘itis as follows.' 
という文言の直後に印刷されていることである。よく見ないとこれら二つの注が



















区別されている。 48ページの中程から‘一一Buthere comes my fair Lady.'で始
まるパラグラフが書かれている。そのパラグラフの末尾にはアステリスクが打た
れている。本文を 2行はさんで、ページの下部に 'TheRomish Rituals derect the 















また、‘一一Buthere comes my fair Lady.'で始まるパラグラフの末尾にアステリ
スクが打たれ、その直後に何も挟まず、 'TheRomish Rituals derect the 
baptizing of the child . . . 'と原注が始められている点も良い。しかし、原注の
最後から Memoireに至るつながり具合がやはり問題である。エプリマンズ版に
見られたのと閉じ問題がこの版でも生じているのだ。即ち、 53ページには‘Itis 
terrible misfortune for this same book of mine.'で始まるパラグラフが、その
冒頭から記され、次いで、‘1wish the male reader has not pass'd by many a one，' 
で始まるパラグラフの全体が記されて後、 Memoireの表題が置かれ、それに続



















さて、問題の第 1巻第 20章の原注はどうか。例によって、‘・-Buthere comes 
my fair Lady.'で始まるパラグラフの末尾には、注があることを示すアステリク
が付され、その直後から 'TheRomish Rituals direct the baptizing of the 







って記されている。原注はその最後の部分、‘Ifthe reader has the curiosity to 





















‘o Thomas! Thomas!'で終わるかと思いきや、 133ページには‘Ifthe reader 














































題の原注では、最後の文言が‘itis as follows.' (それは次の知くである。)とな
っているため、閉じ箇所に「戻る」のではなく、 Memoireに「進む」ように指
示されているのである。ところが、その Memoireはと言えば、‘Itis terrible 














官頭から Memoireを印刷し始めることが必要なのだ。だが、‘一一Buthere comes 
my fair Lady.'のパラグラフが、それが印刷されてあるページのどこで終わるか
は、そこに至るまでの本文の分量の多少によることであり 全く予測のつかない




























































































れた4行の原注、‘Ifthe reader has the curiosity to see the question'で始まり、
‘it Is as follows.'で終わる原注が、これを物語っている。この4行を挿入するこ
とで 133ページはその全体が活字で埋まる。それとともに、 133ページの最後の
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